































































































































態となると, イブン・アイニーを含む 4 名のアミール
たちにより次のスルターンを選ぶための ｢会議｣ が開
かれた。その構成員は, 先のスルターンであるムアイ
















子飼いマムルーク軍団フシュカダミ ー ヤ (al-


























































































































































818年 1 月14日/1415年 3 月26日 息子アブドゥルアズィーズ
822年 4 月 4 日/1419年 4 月30日 息子アブドゥッラフマーン
833年 6 月15日/1430年 3 月11日 息子アリー
833年 7 月 5 日/1430年 3 月30日 娘ファーティマ
833年 7 月 6 日/1430年 3 月31日 息子イブラーヒーム, 息子アフマド






























































































































































































































































































ナース (	)｣ を, ｢言葉はアラブ, 出自はト
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